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RI President Message
職業奉仕を考える ロ ン  D . バ ー ト ン

2013 ～ 2014 年度　国際ロータリー会長

　ロータリーで 10 月は、私たちの奉仕の第二部門である
職業奉仕を思い出すための月です。

　ロータリアンの中には忘れられた領域の奉仕と呼ぶ人も
いますが、私はそうは思いません。実際、職業奉仕は頻繁
に行う奉仕部門であるために、私たちはそれが奉仕だとは
常に意識していないのです。

　自らの職業を高潔なものにする

　職業奉仕は「ロータリーの目的」の第 2 の項目をルー
ツにしていて、すべてのロータリアンに、職業上の高い倫
理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔
なものとすることを、奨励しています。

　つまり、職業奉仕の考え方というのは、私たちの仕事は
社会に奉仕する一つの手段だということです。

　顧客へのサービスであろうと、学生の指導であろうと、
患者の治療であろうと、また、商売、研究、メディアなど
どんな分野であろうと、私たちは能力と高潔さをもって行
う自らの仕事に誇りを持っています。

　それぞれの職業がニーズを満たし、自分たちの務めを遂
行することで、私たちは地域や社会に貢献しているのです。

　多様性はロータリーの強み
　
　いつも目立つというわけではありませんが、クラブにお
ける職業奉仕の役割は重要です。

　個々に高い倫理基準を保持することで、私たち全体で共
有できる信望を得ます。
　すべての職業を平等に評価し、クラブの中の職業分類の
制度を保つことによって、クラブが地域社会を反映するの
を確実にし、地域社会に十分な奉仕ができるようになるの
です。

　全会員が弁護士のロータリークラブでは、教師、エンジ
ニア、経営者、歯科医などの会員からなるクラブの力に遠
く及ばないでしょう。ロータリーでは多様性が私たちの強
みなのです。

　この多様性は私たちの奉仕にとってだけではなく、会員
にも利点があります。仕事上役に立つ、つながりや機会を
見つける貴重な手段を与えてくれるのです。

　会員のそのような側面は、ロータリーの誕生した時に生
まれました。私も同感ですが、ポール・ハリス自身は、ロー
タリアンであることとはその人と仕事を一緒にできそう
な、ある価値観を持っているという信念を持って、ロータ
リーの会員であることのビジネスにおける利点について、
しばしば書いています。

　世界が今までになく結びついている今日、ロータリーの
会員であることは、共有できるのを誇りに思うべき栄誉な
ことなのです。

2013 ～ 2014 年度
国際ロータリー会長

ロ ン  D . バ ー ト ン
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　今月は、職業奉仕月間と米山月間です。米山月間につき
ましては、平岡正巳　パストガバナー、谷野一彦　ガバナー
補佐・米山記念奨学委員長、中野一郎　米山寄付増進小委
員長に執筆をお願い致しました。

　職業奉仕月間については、私と松田洪毅　奉仕委員長と
二人で担当致します。今月は、1915 年のサンフランシス
コ大会においてほぼ原文のまま採択された、「道徳律」を
ご紹介いたします。

「道徳律」

1.　自分の職業は価値あるものであり、社会に奉仕する絶
好の機会を与えられたものと考えること。これは綱領上の
職業奉仕の項目と一致します。

2.　自己改善を図り、実力を培い、奉仕を広げること。そ
れによって、「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」
というロータリーの基本原則を実証すること。
　ロータリーの例会を通じて、お互いに職業上の発想の交
換をしながら、他人の事業上の取り組み方を参考にして自
己改善を図ります。もしも自分の職業態度に問題があれば、
それを正さなければなりません。
　その結果、経営能力が高まって、He profits most who 
serves best の成果を、自分の事業所で実証することがで
きるのです。

3.　自分は企業経営者であるが故、成功したいという大志
を抱いていることを自覚すること。しかし、自分は道徳を
重んじる人間であり、最高の正義と道徳に基づかない成功
は、まったく望まないことを自覚すること。
　経営者として、自分の事業を成功させようと考えること
は当然のことですが、正義と道徳に基づかない事業の発展
を望んではなりません。

4.　自分の商品、自分のサービス、自分のアイディアを金
銭と交換することは、すべての関係者がその交換によって
利益を受ける場合に限って、合法的かつ道徳的であると考
えること。
　商取引の原点は等価による物々交換であり、それが貨幣
を介した交換に変わった時点で、利益という概念が入った
わけです。従って、買った者も売った者も、共に満足しな
ければ商売は成立しないはずです。

5.　自分が従事している職業の倫理基準を高めるために最
善を尽くすこと。そして、自分の仕事のやり方が、賢明で
あり、利益をもたらすものであり、自分の実例に倣うこと
が幸福をもたらすことを、他の同業者に悟らせること。

6.　自分の同業者よりも同等またはそれに優る完全なサー
ビスをすることを心がけて、事業を行うこと。やり方に疑
いがある場合は、負担や義務の厳密な範囲を越えて、サー
ビスを付け加えること。
　自分が提供した商品や技術は、商法上の期限や民法上の
期限を越えて、一生責任を持ちなさいということで、現在
の製造物責任法すなわちＰＬ法を先取りしたものです。し
かし、これを忠実に守れば、会社は潰れる可能性があると
いう反発が出て、その後この道徳律が廃止される一つの原
因になりました。
7.　専門職種または企業経営者の最も大きい財産の一つこ
そ、友人であり、友情を通じて得られたものこそ、卓越し
た倫理にかなった正当なものであることを理解すること。
　真の友人はお互いに何も要求するものではない。利益の
ために友人関係の信頼を濫用することは、ロータリーの精

Governor’s Monthly Letter
クラブ会長・幹事様 久 保 治 雄

国際ロータリー第 2640 地区ガバナー
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神に相容れず、道徳律を冒涜するものであると考えること。
　自分が利益を得るために、友人との信頼関係を利用して
はなりません。

8.　社会秩序の上で、他の人たちが絶対に否定するような
機会を不正に利用することによって、非合法的または非道
徳的な個人的成功を確保することを考えてはならない。
　物質的成功を達成するために、他の人たちが道徳的に疑
わしいという理由から採らないような、有利な機会を利用
しないこと。

9.　道義的に疑義のあるような条件や、機会を利用した取
引はしてはなりません。横流しや不正ルートを利用した取
引は、ロータリーの職業奉仕とは程遠い行為と言わざるを
得ません。

10.　私は人間社会の他のすべての人以上に、同僚である
ロータリアンに義務を負うべきではない。ロータリーの神
髄は競争ではなくて協力にあるからである。ロータリーの
ような機関は、決して狭い視野を持ってはならず、人権は
ロータリークラブのみに限定されるものではなく、人類そ
のものとして深く広く存在するものであることを、ロータ
リアンは断言する。さらに、ロータリーは、これらの高い
目標に向かって、すべての人やすべての組織を教育するた
めに、存在するのである。
　ロータリアンだという理由で特別な配慮をしてはなら
ないし、期待してはなりません。ロータリーの創立当初

は、物質的相互扶助として、これが行われていましたが、
1913 年を以って決別したはずです。

11.　最後に、「すべて人にせられんと思うこと
は、他人にもその通りにせよ」という黄金律の
普遍性を信じ、我々が、すべての人にこの地球上の天然資
源を機会均等に分け与えられた時に、社会が最もよく保た
れることを主張するものである。

　これが、マタイ伝からの引用だという理由で、この道徳
律を廃止しようという原因の一つになりましたが、これは
キリスト教に特有な教義ではなく、同じ意味の教えが論語
にも、イスラム教にも、仏教にも書かれています。全ての
哲学的な教えの中には、この言葉が入っており、世界共通
の教えとも言えます。

シェルドンも、
「自分が人からしてもらいたいなと思っていることを、
先ず人にしてあげなさい」

という教義と He profits most who serves best は全
く同義語であると述べています。

（【源流の会】会長田中　毅著）

　98 年前の国際大会で採択された「道徳律」が、今も尚、
新鮮な言葉として息づいていることに驚きを感じました。
正に温故知新です。

国際ロータリー第 2640 地区ガバナー

久 保 治 雄
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平 岡 正 巳

国際ロータリー第 2640 地区　米山記念奨学部門
アドバイザー

　公益法人米山記念奨学会は、今日迄 121 ヶ国以上の国々から留学のために来日した 1
万 7 千人以上の学生を支援してきました。民間団体として奨学団体では日本最大である。

　もとを糺せば、日本にロータリー活動を導入した米山梅吉氏が生前、東南アジアから日
本に留学している苦学生の学費の量に、ご自身のポケットマネーを与えられていたことが、
没後明らかになり、東京ＲＣが日本で勉学に励む留学生のための奨学金制度を 1952 年に
発足させた。

　「学友の歴史」を紐解けば、学友会の第 1 号は 1983 年 1 月に台北に誕生している。学
友会の組織は、米山奨学生のＯＢ・ＯＧから成っているので、奨学生を多く輩出している
国は、奨学生が帰国して活躍する人が多くなるので、自然成行きとして条件は整うのであ
るが、台湾の場合、正式に結成される迄 10 年以上の歳月がたっている。勿論、米山奨学
生だけでなく、黒沢張三氏をはじめ多くの両国の関係ロータリアンの努力に帰するところが大きかったことは言うまでもな
い。

　国内では 1985 年 11 月に東京のＹＭＣＡで 11 ヶ国、約 70 名の元米山奨学生が参加して第 1 回の総会が開かれた。学
友会（関東）の誕生である。結成に先立つ 2 年前に米山奨学生ＯＢ会の設立の提案があり、川上寿一氏や清水長一氏らの
尽力で米山学友会が結成される運びとなった。米山奨学生学友会（関東）の結成を契機に、その後、関西、北関東、西日本
にも続々と学友会が結成されていった。

　1986 年 5 月 11 日に大阪新阪急ホテルで、第 264、265、266、268 地区在住の元及び現米山奨学生、地区米山奨学会
関係ロータリアンが多数出席のもと、創立総会が開催され、米山奨学生学友会（関西）が結成された。第 2640 地区の学友
会のルーツである。

　同年 11 月 22 日には、学友会（北関東）の創立総会が土浦第 1 ホテルで盛大に行われた。

　1988 年 7 月 10 日には、福岡のホテルセントラーザ博多で西日本学友会の創立総会が開かれた。その地区は第 269、
270、271、272、273、274 地区である。

　現在、二、三の地域では便宜上複数の地区合同で学友会を組織しているところはあるが、国内の全地区に於いて米山奨学
学友会がある。

　韓国では、1979 年 9 月に開かれたＲ 1 アジア地域大会が開催されたのを機会に、元米山奨学生たちによって同窓会が結
成されたが、その後政情不安のために立ち消えになった。しかし 10 年後の 1989 年にソウル国際大会が開かれ、大会第 2
日に朝鮮ホテルで 60 名を越える元米山奨学生が、米山奨学会の湯浅理事長をはじめ役員を招待し、席上林実行委員長（77
～ 78 年米山奨学生）は、「私達は米山奨学事業のお蔭で、お互いに強い人間関係を結ぶことができました。その暖かい人
間愛を大切にし、皆様から戴いた思いを忘れることなく、ロータリー精神で社会に奉仕します」と挨拶し、米山関係者を感
激させた。この歓迎会で学友会結成の申し合わせが行われ、6 月 17 日に「韓国ロータリー米山記念奨学学友会」が発足した。
　近年、米山奨学生の出身国として最も多い中国は、2002 年に中津川ＲＣ支援で結成された上海分会と 2008 年に結成さ

『学友会の歴史』



国際ロータリー第 2640 地区
DISTRICT 2640

6
『学友会の歴史　②』

『学友会の歴史　②』

れた北京を中心とする華北分会とを合体した中国米山学友会が 2009 年に設立された。2010 年 7 月に上海で開かれた第
2 回総会では、中国全土から集まった米山学友 161 人と日本からロータリアン及び家族ら 253 人が参加する盛会となり、
次々と学友が壇上に上り、日本のロータリー、世話クラブやカウンセラーに感謝の念を表した。同年度、我が地区からも米
田ガバナー、京谷委員長をはじめ米山関係者並びに米山学友併せて 100 人以上が上海で集合してシンポジウムを開催、席
上、上海大学の副学長も出席されるなど盛況であった。ガバナー月信八月号に、昨年から延期されていた中国米山学友会
が、2012、2013 年度合同総会が 6 月 15 日に上海で開かれ、日本からは板橋理事長も出席され、ロータリアン、学友併せ
て 55 人が参集したと報告されていた。”We Are Family” の看板を見て板橋理事長が感動された様子、又、学友が登壇して、
世話クラブやカウンセラーへの恩義と感謝は一生忘れないなど話され、参加者全員胸を熱くしたとの報告もされていた。

　現在、ロータリー財団の親善奨学制度は活動静止の様な状態になっている。それだけにロータリーの創始者ポール・ハリ
ス並びに日本へロータリー活動を導入された米山梅吉氏は、寄しくも同じ時期に苦難の時世を生き抜いた偉大なロータリア
ンであり、両者共、親善奨学制度に「世界平和」の夢を託されていただけに、米山奨学会の活動は意義深いと思う次第であ
る。　ガバナー、京谷委員長をはじめ米山関係者並びに米山学友併せて 100 人以上が上海で集合してシンポジウムを開催、
席上、上海大学の副学長も出席されるなど盛況であった。ガバナー月信八月号に、昨年から延期されていた中国米山学友会
が、2012、2013 年度合同総会が 6 月 15 日に上海で開かれ、日本からは板橋理事長も出席され、ロータリアン、学友併せ
て 55 人が参集したと報告されていた。”We Are Family” の看板を見て板橋理事長が感動された様子、又、学友が登壇して、
世話クラブやカウンセラーへの恩義と感謝は一生忘れないなど話され、参加者全員胸を熱くしたとの報告もされていた。

　現在、ロータリー財団の親善奨学制度は活動静止の様な状態になっている。それだけにロータリーの創始者ポール・ハリ
ス並びに日本へロータリー活動を導入された米山梅吉氏は、寄しくも同じ時期に苦難の時世を生き抜いた偉大なロータリア
ンであり、両者共、親善奨学制度に「世界平和」の夢を託されていただけに、米山奨学会の活動は意義深いと思う次第である。

平 岡 正 巳

国際ロータリー第 2640 地区　米山記念奨学部門
アドバイザー
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谷 野 一 彦

国際ロータリー第 2640 地区　地区米山記念奨学委員
委員長

　ロータリー米山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生に
対し、日本全国のロータリアンの寄付金を財源として奨学金を支給し、支援する、事業規
模と採用数において日本の民間最大の奨学基金団体です。

　ロータリアンとの交流を通じ、日本人の心を理解してもらい、互いに信頼関係を築き、
将来、世界平和の架け橋となる優秀な人材を育成することを目的としています。

　当 2640 地区は小委員会制（米山選考小委員会・米山学友小委員会・米山寄付増進小委
員会）をとり、米山奨学生に良好な勉学環境を提供しロータリーと米山奨学事業の理念を
伝え、また地区内奨学生と世話クラブ・カウンセラーへの支援、およびロータリアンと米
山奨学生、学友の交流をより促進する活動をしてまいります。

　さて、2013 学年度は 20 名の新規採用学生を迎え、4 名の継続学生と共に、様々な活動を始めています。新たな制度として、
サポートクラブ制度を採り入れ、田辺東 RC 様を主世話クラブに、有田 2000RC 様がサポートクラブについていただき、和
歌山大学の学生をお世話いただいております。月一回の例会訪問が主世話クラブに不可能な時は、サポートクラブにてお世
話をいただく、そこから、主世話クラブとサポートクラブの会員様同志も交流を図っていただき、きめの細かいご指導をい
ただいております。初めての試みにも関わらず、本当に順調にお世話いただいていることを、心より感謝申し上げます。また、
これをきっかけに、今までお世話クラブになりえなかった遠方のクラブ様も、どうぞこの制度を取り入れていただき、次年
度より、多数のクラブ様が世話クラブとなっていただける様ご検討いただくことをお願いいたします。

　また、学生たちに、たくさんの招聘卓話の機会を与えていただき、ありがとうございます。学生たちも、卓話研修会等を
開いたり、各世話クラブで卓話をさせて頂いたりと、日々研鑽をしています。どうぞ、お世話クラブでないクラブ様にも、
直に、米山記念奨学生と交流いただき、卓話の機会を与えていただけましたら、米山事業への理解促進につながる有効な手
段となり得ることは言うまでもありません。今後もより多くのクラブ様より、卓話の機会を与えていただきます様、重ねて
お願い申し上げます。

　今後とも、米山事業の外国人留学生の支援・交流を通じ、国を超えた絆や信頼関係を築き、やがて、一人ひとりの胸に世
界平和を願う " 心 " を育てるという理念をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願いいたします。

『米山月間によせて』
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地区米山寄付増進委員会より

地区米山寄付増進委員会より

　米山記念奨学会は、皆様の寄付金を財源として日本で学
ぶ外国人留学生に対して奨学金を支給しております。従い
まして寄付増進が事業の原動力であることは皆様もご理解
いただけているものだと考えております。

　寄付金のお願いは、以前の自分を振り返ってみてもあま
り協力的ではなく苦手な分野です。クラブでは特に財団や
米山月間の際、担当委員長から寄付のお願いをアナウンス
されると半ば強迫観念に近い感情を持ちながらも、皆がし
ているのだから渋々寄付をする・・というのが正直なとこ
ろでした。

　しかし昨年度、クラブにてフィリピンからの奨学生をお
世話する事となりカウンセラーとして奨学生と触れ合う事
により、米山記念事業の有益さを大いに理解する事が出来
ました。

　彼は日本文化と日本人を母国以上に愛し、クラブや地区
行事の参加も積極的でした。

　ただしお国柄か、しばしば約束の時間に遅れてやってく
る事があり、やきもきさせられたのも、今となっては楽し
い思い出のひとつです。

　将来は職業人として日本とフィリピンの架け橋となるこ
とを約束して 3 月に無事卒業致しました。

　地区では今年度新たに 20 名の奨学生と 4 名の継続奨学
生、総勢 24 名が世話クラブ、カウンセラーの皆様にお世
話になっております。

　学生に対する奨学金はすべて皆様の寄付で賄われてお
り、地区には地区内会員の寄付実績をもとに学生枠が決め
られます。当地区では 2012 年度は 26 名でしたが 2013
年度は 24 名となっており、日本全体では 98 名のマイナ
スです。日本の経済不況と会員減少が原因だと推測されま
す。

　当地区では普通寄付は会員 1 人当たり年間 6000 円を
お願いし、特別寄付をあわせて年間 2 万円を目標として
お願いしております。特別寄付は任意であっても普通寄付
は義務になっているのでは？とよく言われますが決して義
務ではございません。但し 1967 年に財団法人認可申請の
際「安定財源がない」と難色を示した当時の文部省に対し
て、普通寄付金による一定収入が見込めると説得して国内
全クラブから普通寄付の確約を頂き、設立許可を得た経緯
があります。従いましてこの事業は全地区が参加する合同
事業であるとご理解頂き、普通寄付の送金をお願いしてい
る次第です。

　又、税制上の優遇措置や表彰制度、その他等は皆様にお
配りしております「豆辞典」をご参照下さい。

　会員皆様のより一層のご理解を心からお願い申し上げま
す。

地区米山寄付増進委員会より
中 野 一 郎

国際ロータリー第 2640 地区
米山寄付増進小委員会　委員長

国際ロータリー
第２６４０地区

米山寄付増進小委員会
委員長

中 野 一 郎
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現況報告米山記念館

　平成２５年度　公益財団法人・米山梅吉記念館の理事会
（8 月 24 日）に久方ぶりに出席いたしましたので直近の
記念館の報告をさせて頂きます。
　理事会は理事１３名中１１名出席　木内昭夫事務局長

（伊豆中央ＲＣ）の司会で始まりました。
　井上雅雄常務理事（甲府南ＲＣ）の開会の言葉に続いて
渡邉脩助理事長（三島ＲＣ）より猛暑の中の出席を頂いた
お礼の言葉からの挨拶があり、議長に渡辺理事長が選出さ
れました。第 1 号議案　平成２４年度の事業報告から議
案に入りました。
　当法人は昭和４４年（1969）の創立から４４年となり、
一昨年公益財団法人に移行　次年度は４５周年、やがて創
立５０周年を迎えることとなります。
　しかし２４年度賛助会費収入が大きく減少したことの原
因とこの対策を考える必要を痛感した。
　寄付金について所得税、法人税について税額の優遇処置
を得られることの処理が完了してることを周知徹底せねば
ならない。（所得控除、損金算入は従前から可能であった）
　入館者数の推移：入館者数は 3200 人、来館ロータリク
ラブ数は 97 クラブと、昨年度を下回ることとなった。そ
の原因究明ともっと記念館の知名度を高める工夫の必要が
ある。例祭の実施と館報の発行：秋の例祭は渡辺玉枝氏（エ
ベレスト世界女性最年長者）の「私の登った外国の山々」
一般の聴衆者が多数で会場に入りきらなかった。春は東京
ＲＣの弦間　明氏「資生堂の社会貢献と東京ＲＣの職業奉
仕」という講演を行い盛会で終わった。春秋２回の館報は
3000 部発送、毎回運営委員会の皆様と長泉ＲＣの有志の
皆様にお世話になっている。
　米山文庫の状況：平成２２年４月２９日開館した米山文
庫は順調に推移し昨年７月から本年６月末までで６２００
人の来館者（内子供３３００人）があった。行政である長
泉町の図書館とタイアップし、地域の図書館としての役割
を担うようになってきている。この運営は長泉ＲＣの皆様
です。
　賛助会費の状況：例年は賛助会費は２００万円前後であ
るが、昨年度は１２０万円と大きく減少した。この原因を
検討しその対応策を図る必要がある。
　続いて第２号議案　平成２４年度貸借対照表、損益計算

書、同付属明細書及び財産目録承認の件（監査報告）：そ
れぞれご報告があり承認された。
　第 3 号議案は副理事長の選出で沼津ＲＣの積　惟貞氏
が選出された。
　すべて賛助会費・寄付金（地区寄付金・特別寄付金・百
円募金寄付金）で賄うには大変な努力が必要です。お世話
下さる地元ロータリアンの皆様に感謝の気持ちを表すには
百円募金寄付金で答えようではありませんか。
　 昨 年 の 百 円 募 金 寄 付 金 は 1,938,100 円（ 前 年 度 は
2,551,400 円）ですので 19,381 人のご寄付です。日本の
ロータリアンは 86,462 人（６月末現在）居られます。百
円募金寄付金の存在を知らないロータリアンが居られるの
ではないでしょうか。
　またクラブで新しい会員と共に米山翁の墓参を兼ねた資
料館の見学のための記念館訪問（例会場を会館ホールに変
更して）を呼びかけたいと思います。（夜は一泊伊豆温泉
で親睦を図るのもいいですよ）堺フエニックスＲＣの皆様
は日帰りで訪問されました。

　なお、公益財団法人ロータリー米山記念奨学会とは別法
人で独自の理事会により運営されておりどちらも寄付金に
ついては所得税、法人税について税額の優遇処置を得られ
ることを重ねてお知らせしてこの近況報告を終わります。

現況報告米山記念館
大 澤 德 平

国際ロータリー第 2640 地区
パストガバナー

国際ロータリー
第２６４０地区

パストガバナー
大 澤 德 平
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職業奉仕月間によせて

　今年度の奉仕委員会は、久保治雄ガバナーの強い地区改
革の方針で地区組織の簡素化を全面に打ち出しておりま
す。社会奉仕、国際奉仕、職業奉仕を一つにまとめ「奉仕
委員会」としました。これは、久保ガバナーが時代の変化
に対応する柔軟性を持たせ、時代の変化と共に、各クラブ
にさらに発展、充実した奉仕活動ができるようにと一つに
しました。さらにより良い奉仕プロジェクトに力が結集出
来るようにと組織改革をしたものです。
　
今年度の職業奉仕活動には・・

　四つのテストを深く繰り返し奨励し、地域社会に生きる
人々と共生・共働・相互扶助の心を持って活動することを
本年度のテーマにさせて頂きました。

　ＲＩテーマはロン・Ｄ・バートン会長は「ロータリーを
実践し、みんなに豊かな人生を」と発表しております。久
保治雄ガバナーはそれを受けて、地区方針に「相互扶助 
“mutual aid”  世界政治の混乱、経済の先行き不安、今こそ
メンバーと家族、ともに働く仲間と地域社会に生きる人々
との共生共働こそロータリーイズムの原点であることを確
認する」と言っています。この言葉の意味こそ私達ロータ
リアンは自分自身の職業を通じて社会に手をつなぎながら
光を当てて行くと言う職業奉仕活動であると私は感じてお
ります。

　我が和歌山東ロータリークラブの重鎮でＲＩ 2640 地区
パストガバナーも務めました嶋 吉宗氏（故人）が 1989
年～ 1990 年にロータリーについての手記を発行されまし
た。その中に「職業奉仕の今日的意義」と題して執筆され
ております。一部抜粋の中で職業奉仕は「ものの価値観は
時代とともに変わるものだ」と言っております。またそ
の中で 1990 年にＲＩは 50 年振りに職業奉仕に関してロ
ータリーの将来への一層の発展を期す為に見直しの第一歩
を取り上げたと記されております。記録によりますと、当
時のＲＩ副会長ウィリアム・Ｔ・サージャント氏を委員長
として、他にイギリス人 2 名、アメリカ・フランス・ニ
ュージーランド・パナマから各 1 名ずつと、我が国日本

からは服部礼治郎氏パストガバナーの計 7 名でアメリカ・
エバンストンで慎重審議が有り、「職業奉仕に関する新方
針」が提示されたとあります。

　ロータリーの活動は時代の変化に対応しながらも「ロー
タリーの奉仕の理想」は変わらず普及・浸透させ、ロータ
リーを拡大するための基本が職業奉仕であることはこれか
らも変わることはありません。そして「職業奉仕は、クラ
ブとしてやるべきではなく、各会員が個人的にやるべきこ
とである」と日本ではこんな便利で分かりやすい言い方で
何度も繰り返し言っています。

　しかし自分の職業を通しての奉仕も、人の為世の為にな
るには高い倫理性の心を持って取り組まなければなりませ
ん。そこには、他人への思いやり、助け合いの心、公明正
大な精神で行動する事が求められています。

　この事こそが今年度、久保治雄ガバナーが唱えている相
互扶助の心であります。皆さん方も今一度、地区方針「相
互扶助」を考えて頂き、職業奉仕活動に更に取り組んで頂
きますようにご期待申し上げ、一筆啓上させて頂きました。

職業奉仕月間によせて
松 田 洪 毅

国際ロータリー第 2640 地区
地区奉仕委員会　委員長

松 田 洪 毅

国際ロータリー第 2640 地区
地区奉仕委員会　委員長
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２０１３～２０１４年度国際ロータリー第２６４０地区

２０１３～２０１４年度国際ロータリー第２６４０地区
ＲＡＣ活動報告　(1)
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２０１３～２０１４年度国際ロータリー第２６４０地区

２０１３～２０１４年度国際ロータリー第２６４０地区
ＲＡＣ活動報告　(2)
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２０１３～２０１４年度国際ロータリー第２６４０地区

２０１３～２０１４年度国際ロータリー第２６４０地区
ＲＡＣアジア第３ゾーン会議報告
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訃報

慎んで哀悼の意を表し、

心からご冥福をお祈り申し上げます。

中村　幸吉
なかむら　こうきち

所属クラブ：富田林
職業分類：金属工学
在籍期間：40 年

1928 年 10 月 16 日 生

2013 年 8 月 21 日 死去

表彰：マルチプル・ポールハリス・フェロー３回
　　　第４回米山功労者マルチプル

田村　健治
たむら　けんじ

所属クラブ：海南東
職業分類：放射線科医
在籍期間：26 年１ヶ月

1944 年 7 月 5 日 生

2013 年 8 月 8 日 死去

表彰：マルチプル・ポールハリス・フェロー 1 回
　　　第 6 回米山功労者マルチプル
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新入会員のご紹介 (1)

楠本　順也
くすもと　じゅんや

所属クラブ：泉州 KUMATORI 
職業分類：通信販売業 
生年月日：1973 年 12 月 22 日

花本　壽美子
はなもと　すみこ

所属クラブ：泉州 KUMATORI 
職業分類：看護婦長 
生年月日：1959 年 3 月 14 日

福田　勇
ふくだ　いさむ

所属クラブ：御坊 
職業分類：調理食品販売 
生年月日：1948 年 2 月 11 日

南　昌余
みなみ　まさよ

所属クラブ：御坊 
職業分類：生命保険業 
生年月日：1971 年 8 月 26 日

玉置　幸史
たまき　こうし

所属クラブ：御坊 
職業分類：石材加工 
生年月日：1953 年 8 月 4 日

寺井　政義
てらい　まさよし

所属クラブ：御坊南 
職業分類：農業 
生年月日：1951 年 12 月 13 日

宮脇　辰郎
みやわき　たつろう

所属クラブ：大阪千代田
職業分類：警備 
生年月日：1951 年 1 月 1 日

馬頭　弘太郎
ばとう　こうたろう

所属クラブ：大阪千代田 
職業分類：医療事務 
生年月日：1976 年 3 月 23 日

湯浅　昌吾
ゆあさ　しょうご

所属クラブ：堺 
職業分類：情報通信 
生年月日：1959 年 10 月 28 日

中嶋　千晶
なかじま　ちあき

所属クラブ：堺 
職業分類：内科医 
生年月日：1956 年 10 月 3 日

堀本　誠
ほりもと　まこと

所属クラブ：堺フラワー 
職業分類：医療ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 
生年月日：1979 年 2 月 6 日

奥平　朋久
おくひら　ともひさ

所属クラブ：田辺東 
職業分類：建設業
生年月日：1966 年 1 月 16 日

眞貝　昌洋
しんかい　まさひろ

所属クラブ：和歌山 
職業分類：ラジオ・テレビ放送 
生年月日：1959 年 3 月 7 日

社領　直
しゃりょう　すなお

所属クラブ：和歌山 
職業分類：損害保険 
生年月日：1964 年 6 月 11 日
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新入会員のご紹介 (2)

藤田　眞佐子
ふじた　まさこ

所属クラブ：和歌山アゼリア 
職業分類：高齢者介護施設 
生年月日：1955 年 8 月 17 日

浦木　睦雄
うらき　むつお

所属クラブ：新宮
職業分類：信用金庫 
生年月日：1954 年 1 月 1 日
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PHF・Ｍ PHF・ベネファクター 認証者

PHF・Ｍ PHF・ベネファクター 認証者
米山功労者 米山功労クラブ
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文庫通信

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資
料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えてお
ります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料について
はコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページで PDF もご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　
以下資料のご紹介を致します。

講演より

 ◎「われらは地球の相乗り客」　ジョージ・ミーンズ　1970　1p　	 （D.365 月信）
 ◎「どこに差があるか？」  ジェームズ・コンウェイ  1970　1p	 （D.365 月信）                                   
 ◎「ロータリーの魅力は童心と微笑」　塚本義隆　1970　1p    （D.365 月信）                 　　
 ◎「ホームクラブへ出席がなぜ大切」　塚本義隆　1970　1p    （D.365 月信）

 ◎「ロータリーの目的は４つある？」　本田博己　2013　2p　　（D.2840 月信）

 ◎「『奉仕の理想』ってどういう意味？　そして、『超我の奉仕』とはどういう関係？」　
本田博己　2013　4p　　（D.2840 月信）
 ◎「職業奉仕とロータリーの魅力」　大迫三郎　2013　2p　　　（D.2730 月信）

 ◎「会員増強月間」　沖田哲義  2013　1p  　 （D.2710 月信）
 ◎「幹事心得 10 箇条」　岡村泰岳  2013　1p  　 （D.2720 地区協議会プログラム）
 ◎「ロータリー徽章に隠された秘密」　山本正治　2013　2p  　 （ロータリーこぼれ話）
 ◎「国際貢献と二つの奉仕理念」　石井良昌　〔2013〕　9p　　（2680 地区研修セミナー講演集）

								        ［上記申込先：ロータリー文庫 ]

〒 105 － 0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

ロータリー文庫
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串本町竜巻被害支援のお願い

串本町竜巻被害支援のお願い
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串本町竜巻に関する被害状況 (1)

串本町竜巻に関する被害状況 (1)
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串本町竜巻に関する被害状況 (2)

串本町竜巻に関する被害状況 (2)
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串本町竜巻に関する被害状況 (3)

串本町竜巻に関する被害状況 (3)

JMA-MOT
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竜巻被害写真

竜巻被害写真





EA AE EA AE EA AE EA A E E A AE EA
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第２６４０地区　出席報告（2013 年 8 月）
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